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病院の理念　いつでも、どこでも誰もが安心できるよりよい医療と福祉をめざします

基本方針　◇私たちは非営利、協同の組織です。

　　　　　◇人権を守り、共同の営みの医療と福祉をすすめます。

　　　　　◇地域住民や関係機関と連携をすすめ、安心して住み続けられるまちづくりをすすめます。

　　　　　◇専門職として安全、倫理、共同の営みを軸とした医療・介護の質の向上を追求します。

　　　　　◇地域まるごと健康づくりをすすめます。

　　　　　◇憲法と平和を守り、医療・福祉制度を良くする運動に取り組みます。

昨年は開業医の先生、医療・介護関係者のみなさまにはたいへんお世話になりました。
本年もどうぞよろしくお願いいたします。

謹　賀　新　年
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当院では、9月から神経伝導検査の新しい機械が導入されました。
頸椎症や腰椎症によるしびれ、手根管症候群、肘部管症候群、糖尿病性ニューロ

パチーなど日常的によく見る病気だけでなく、CIDP（慢性炎症性脱髄性多発神経炎）
やALS（筋萎縮性側索硬化症）など神経難病に対する神経伝導検査や針筋電図検査、
また神経筋エコー検査を行っています。その他、重症筋無力症に対する誘発筋電図検
査なども施行しています。神経内科専門医が検査を担当しています。

おかげさまで、検査依頼も徐々に増えてきており、月10件程度、神経伝導検査、
針筋電図検査を施行しております。検査は火曜日13時～ 16時に行っています。当
院のホームページからも直接検査予約できるようなっています。しびれや筋力低下で
検査を希望される患者様がいましたら、お問い合わせいただければと思います。よろ
しくお願いします。

2022年度家庭医療専門医試験に岡井康葉医師が見事合格されました。和歌山県内では数少ない専門医の一人となり
ます。日常業務をしながらレポート作成や試験対策に臨み、受験までに大変な労力が求められるものでした。しかし、
それらを乗り越え見事に合格されたとの一報を聞いた医局内は大きな拍手に包まれました。

☆岡井康葉医師からひとこと☆
『医局のみなさんのご指導とご協力のおか
げで無事に合格することができました。本
当にありがとうございました。これからは
専門医として地域のみなさんのために力を
発揮していけたら良いなと思っています。
病気のこと、不安なことなどがあれば気軽
にご相談ください。』

※プライマリ・ケアとは？
「みなさんは最近、医療機関を受診される機会がありましたでしょうか？」

「その際、どのようなことを感じ、思われましたでしょうか？」

「みなさんはどのような医師や医療を必要としていますか？」

病気になって不安を感じているとき、多くの人たちにとって身近で何でも気軽に相談することができる医師や

医療者の存在は大きなものとなることでしょう。

プライマリ・ケアとは簡単に言うと「身近にあって、何でも相談にのってくれる総合的な医療」となります。　

みなさんの身近な立場で健康をサポートする医療、介護、福祉、保健をまとめて「プライマリ・ケア」と呼びます。

少子高齢化社会を迎えるにあたって、今後、医療の中でますます重要な役割を果たしていかなくてはなりません。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（＊一般社団法人日本プライマリ・ケア連合学会ホームページより抜粋）

「神経伝導検査」「針筋電図」「神経・筋超音波検査」のお知らせ

日本プライマリ・ケア連合学会・家庭医療専門医試験に合格しました！

合格通知書を手に記念撮影
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当院技術部は薬剤課、検査課、放射線課そして食養課で構成され、職
種は薬剤師、薬剤補助者、臨床検査技師、診療放射線技師、管理栄養士、
調理師、調理員と多岐にわたります。それぞれの業務が専門特化してい
るため、長年勤めていても他職種・他部門のことはわからないことが多
く、またそれが原因でうまくコミュニケーションが取れなかったり、調
整がうまくいかなかったりということがしばしば起こっていました。

この専門性を技術部門で共有できれば、もっと連携が進み、チーム医
療の推進につながるのではないかとの意見が出され、「知りたいこと・聞
きたいこと・伝えたいこと」を学び、交流する『技術部合同学習会』を
定期的に開催することになりました。

学習会の運営は実行委員会形式とし、各課の最年少者が実行委員として主体的に運営することとしました。また必要
に応じて各課職場責任者や技術部長が実行委員会にオブザーバーとして参加し運営を援助しました。

まず、お互いが「何を伝え、何を知りたいのか」を探るところから始まりました。薬の話、検査の話、画像診断のこ
と、入院給食の献立の考え方やその調理方法といったことが次々と挙がりました。そして議論を深めていく中で、「それ
ぞれの職場の一日の流れはどうなっているの？」「忙しい時間帯はいつ？」「普段の勤務体制は？」など、その職場では当
たり前のことが、違う職場では全く分かっていないことがわかってきました。「よし！まずお互いがお互いを知ろうじゃ
ないか！」と第1回学習会のテーマは「お互いの職場を知ろう」に決定し2019年7月に開催されました。学習会開催
まで不安も抱きながら準備を進めていた実行委員会ですが、中堅やベテランの援助もあり、とても有意義な学習会とな
りました。第1回が終了した後には、「社会保障について学びたい」「1人の患者に対して他職種ではどのようなアプロー
チをするのかを知りたい」など次々と学習テーマが出され、年2回の開催を目標に奮闘してきました。しかし、新型コ
ロナウィルス感染症の影響で実行委員会そのものの開催ができない、学習会の開催日が決まらないなど、目標通りには
進まないことも多い中、実行委員の熱意もあり不定期ながら学習会は5回、実行委員会は実に37回開催し、技術部門
の強い連携を生み出してきています。若手の頑張りに中堅とベテランが引っ張られ、若手が立ち止まれば中堅がアドバ
イスをするといった非常に良い循環が生まれてきています。引き続き技術部門の連携強化、スタッフのスキルアップと
集団のボトムアップを目指して、開催していきたいと考えています。

（鶴田太平・診療放射線技師）　
　過去の学習会テーマ
　　第1回　技術部の職場を知ろう
　　第2回　社会保障と年金の話
　　第3回　それぞれの部門からみた患者Ａさんとのかかわり
　　　　　　「心不全とＣＴ画像」「肺高血圧症と心不全の薬物治療」「心エコー」「慢性呼吸不全の食事」
　　第4回　医療生協をもう一度学ぶ
　　第5回　自由演題　「エコー検査について」「発がんにまつわる放射線のリスク、食べ物のリスク」

技術部合同学習会を開催しています
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診療
案内
診療
案内 生協病院附属診療所生協病院附属診療所 診療

案内
診療
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●受付　午前診 8：00 ～ 11：30、夜診 16：30 ～ 19：00
　　　　医師の都合により診療体制が変更する場合があります。

（完全予約制）

休業や解雇、新型コロナによる影響な
どで経済的に困窮している、経済的に通
院ができない、介護サービスを受けられ
ないなどお困りのことがあれば気軽に相
談してください。

地域の医療と介護の相談窓口　サポートセンター　直通 TEL・FAX 073-473-2088

＜実績＞ ※病院と附属診療所の合計 
2022年９月　紹介率　27.8％　逆紹介率　37.7％
2022年９月　平均入院患者数  139.0名/日、平均外来患者数  179.5名/日、診療訪問件数  312件

時間外受け入れ件数  184件　うち救急車受け入れ件数  81件

　

午　前   9：15～11：30
14:00～16：00 午  後 夜  診 午前開始

調整可能

内  科
外  科 皮膚科 小児科 整形外科

特  診 小児科
内  科 小児科 人工透析

新  患 予  約 予  約 予  約 予  約 予  約

月 細  部
奥  田 小  西 福  島 —— 田  端 国  本 —— 松  本 松  岡

三  谷
アレルギー
特  診

小  西
喘  息 佐  藤 ○

火 小  西
細  部 畑 —— —— 上垣内 —— ——

久  保
（AMのみ）

三  谷
坂  口

—— —— —— ○

水 小  西
細  部 内  田 畑 三  谷 田  端 —— —— —— ——

子育て・
発達外来

松  岡
小  西 細  部 ○

木
小  西
細  部
佐藤（博）

土  生 岡  井 —— 上垣内 —— —— —— —— —— —— —— ○

金 内  田
細  川

土  生
（第1・3） 坂  口 小  西 田  端 —— —— 松  本 ——

予  防
接  種

特診予約
（第２・４）
土  生
川  西

佐  藤 ○

土 診  療 —— —— —— —— ——
一般外来
(不定期）

中  山
（第２・４）

—— —— —— —— ○

午　前 午　後

発熱・
風邪
外来

小児科
予約制

月 —— 佐 藤
土 生

（第４）

火 古 田 佐 藤 土 生

水 —— 佐 藤 ——

木
古 田

（第1・3）
佐 藤

古 田
（心臓特診）

金 古 田 佐 藤
畑

（喘息特診）


